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各構成員の取組み状況一覧 資料８



コミュニティタイムラインの作成（末広地区・寺元地区） 河内長野市

地域版ハザードマップの作成とともに、台風時などに取るべき防災行動や避難の
タイミングを記載した「コミュニティタイムライン」を作成しました。

取組内容 地域の状況などについて話し合い、コミュニティタイムラインを作成。

地域の皆さんと一緒にワークショップで整理し
た情報の現地確認を行った。

ワークショップを実施し、地域内の危険箇所や
過去の災害発生場所、避難経路などの情報
の整理を行った。
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ため池の治水活用について （柏原市）氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

原川への流入水路での洪水対策のために、流入水路上流ため池の余水吐きを改良した。取組内容

位置図

○田辺池
・余水吐きを40㎝切り欠いた
・５年確率降雨で、原川流入部で
約2.5㎥/sの洪水調節効果あり

○五十村（ゆうら）池
・余水吐きを50㎝切り欠いた
・10年確率降雨で、原川流入部で
約1.5㎥/sの洪水調節効果あり

・現在、貯留水がほとんどないた
め、より洪水調節効果を発揮し
ている。

・羽曳野市域に位置しているが、
柏原市が維持管理をしている。

改良点と洪水調節効果

○洪水調節効果を永続的に発揮できるよう講じた措置
・大阪府八尾土木事務所、中部農と緑の総合事務所、柏原市との３者間で、以下の覚書と協定書を締結した。
大和川水系原川流域におけるため池の治水活用に関する覚書（令和５年１２月２２日締結）
大和川水系原川流域における洪水対策に関する協定書（令和６年１月１１日締結）
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安全・安心セミナーの実施 大阪狭山市

地域で防災リーダーとして活躍いただいている防災士資格を取得された方や地域の
防災活動の中心となる自主防災組織の方を主な対象として、地域の防災力強化を図る
ことを目的として、開催しました。

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

様式

取組内容 地域の防災力強化を図る

広島経済大学名誉教授による
「市民防災力を高めるために」～家庭の備えと地域の取組み～
をテーマとした講義を実施
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立地適正化計画における防災指針の作成 大阪狭山市

大阪狭山市立地適正化計画の策定（令和６年１２月末予定）にあたり、人口分布や人口密度、
都市機能の分布や誘導の方向性、地理的特徴や災害予測等を十分踏まえ、ハード・ソフトの両側面
から必要な減災・防災対策の考え方について整理した上で、居住誘導区域の設定に向けた検討を
行った。

被害対象を減少させるための対策

様式

取組内容 立地適正化計画における居住誘導区域の設定及び防災指針の策定を検討する

令和5年度 実績 ４月〜６月 ７月〜９月 10月〜12月 1月〜3月

基礎調査

計画の検討

会議、手続き

関係部署・団体
との協議調整

市民意見募集
パブリック

コメント

令
和
６
年
度

予
定

４月〜６月 ７月〜９月 10月〜12月 1月〜3月

都市分析（都市の現状把握、課題抽出等） 必要に応じ、適宜実施

計画骨子案の検討・とりまとめ 計画素案とりまとめ 計画案とりまとめ

庁内会議・差策定委員会・都市計画審議会 庁内会議・差策定委員会・都市計画審議会

庁内関係部署、関係団体等との協議・調整 庁内関係部署、関係団体等との協議・調整

骨子案に対する
市民意見の募集

素案に対する
パブリックコメントの実施

計
画
期
間
は
令
和
７
年
4
月
か
ら
（
周
知
・
準
備
期
間
）

令
和
６
年
12
月

計
画
策
定
予
定


